
今
年
は
「
鶴
岡
型
小
中

一
貫
教
育
、
そ
の
モ
デ
ル

」

と
す
る
藤
島
地
域
の
小
中

一
貫
校
・
義
務
教
育
学
校、

が
決
定
さ
れ
る
か
ど
う
か

正
念
場
と
な
り
ま
す
。

小
中
一
貫
校
は
、
学
校

統
廃
合
を
進
め
る
手
段
と

し
て
、
県
内
で
も
次
々
と

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
も
な
ぜ
取
り
組

む
の
か
、
本
当
の
目
的
を

知
り
た
い
と
、
党
市
議
団

が
公
文
書
の
開
示
請
求
を

、「

」

し
ま
し
た
が

起
案
文
書

に
あ
た
る
記
録
は
見
あ
た

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
記
録
の
経
過

を
た
ど
る
と
、
様
々
な
疑

問
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

ふ
じ
し
ま
学
園(

仮
称)

「
小
中
一
貫
教
育
の
検

討
」
が
、
記
録
に
出
て
く

る
の
は
、
令
和
２
年
４
月

７
日
の
「
学
校
適

正
配
置
の
検
討
」

の
打
合
せ
で
す
。

令
和
３
年
４
月

９
日
ま
で
は

藤
、「

島
小
・
渡
前
小
・

東
栄
小
を
統
合

し
、
小
中
併
設
校

」
、

を
検
討
す
る
で

「
併
設
」
で
す
。

そ
れ
が
、
同
年

４
月

日
に
は
、

28

「
小
中
一
貫
校
」

に
転
換
し
ま
し

た
。こ

の
時
の
打
ち

合
わ
せ
に
は
、
成

田
譲
藤
島
支
所
長

が
出
席
し
、
同
時
に
藤
島

中
学
校
建
設
期
成
同
盟
会

(

案)

も
提
示
さ
れ
て
い
ま

す
。な

ぜ
併
設
か
ら
一

「

」

「

貫
校
」
に
転
換
し
た
か
、

起
案
文
書
の
記
録
が
な
い

の
で
不
明
で
す
。

令
和
４
年
４
月

日
の

14

打
ち
合
わ
せ
で
は
「
モ
デ

、

ル
校
ふ
じ
し
ま
学
園

仮

『

』（

称
）
Ｒ

年
度
開
校
を
目

11

指
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
別
か
ら
全
市
へ

３
年
７
月

日
の
打
ち

15

合
わ
せ
は
「
全
市
的
な
計

、

画
で
な
く
・
・
・
個
別
に

、

」
、

学
区
再
編
を
考
え
る
と

藤
島
地
域
だ
け
で
し
た
。

そ
れ
が
、
４
年
６
月
13

日
の
市
長
打
ち
合
わ
せ
で

は
「
鶴
岡
型
」
に
な
り
、

、
な
ぜ
全
市
展
開
に
な
っ
た

の
か
、
こ
れ
も
起
案
記
録

が
な
い
た
め
不
明
で
す
。

お
そ
ら
く
、
藤
島
だ
け

進
め
れ
ば
「
教
育
格
差
」

、

を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、

憲
法
と
教
育
基
本
法
の
教
「

育
の
機
会
均
等
」
の
原
則

に
反
す
る
と
の
批
判
を
受。

け
る
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す

建
設
費

億
円
か
？

90

学
校
改
築
費
用
は
、
藤

中
で
概
算

億
円
（
令
和

46

４
年
４
月

日
内
部
会
議

14

・
資
料
）
と
さ
れ
、
義
務

教
育
学
校
は
現
在
の
藤
中

の
倍
の
規
模
と
な
る
こ
と

か
ら
、

億
円
も
の
建
設

90

費
用
と
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。そ

う
な
れ
ば
、
文
化
会

館
の
時
の
よ
う
に
、
市
民

の
批
判
は
免
れ
ま
せ
ん
。

選
ば
れ
る
学
校
と
地
域

教
育
学
者
や
心
理
学
者

の
調
査
研
究
で
は
「
一
貫

、

校
の
生
徒
は
、
ネ
ガ
テ
ィ

ヴ
な
ま
ま
推
移
し
、
問
題

を
抱
え
て
い
る
」
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
（
小
中
一

「

」）。

貫
教
育
の
実
証
的
検
証

中
高
一
貫
校
の
「
致
道

館
」
に
進
む
生
徒
に
、
小。

中
一
貫
校
は
無
意
味
で
す

き
ち
ん
と
小
学
校
の
発

達
を
達
成
で
き
る
学
校
が

選
ば
れ
、
藤
島
地
域
か
ら

三
川
町
へ
、
さ
ら
に
転
居。

が
進
む
心
配
が
あ
り
ま
す
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「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教
育
」
の
記

録
文
書
か
ら
疑
問
が
・
・
・

ふ
る
さ
と
賛
歌
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鈴
木
重
雄(

八
色
木)

八
色
木
薬
師
如
来
像

八
色
木
薬
師
瑠
璃
光
如

来
像
は
、
御
身
丈
１
寸
８

分
で
、
胎
内
像
（
仏
像
の

胎
内
に
納
め
ら
れ
て
い
る

小
型
の
仏
像
）
で
あ
る
。

現
在
の
像
は
、
座
像
で

総
身
丈
２
尺
７
寸
７
分
、

膝
高
１
尺
７
分
、
膝
張
９

寸
３
分
、
髭
の
生
え
方
に

は
平
安
期
の
名
残
が
見
ら

れ
る
。

。

印
相
は
施
無
畏
で
あ
る

施
無
畏(

せ
む
い)

と
は
、

右
手
ま
た
は
左
手
の
５
指

を
伸
ば
し
、
手
の
ひ
ら
を

外
に
向
け
て
肩
の
高
さ
に

上
げ
る
印
相
。
仏
が
衆
生

に
施
無
畏
の
徳
を
与
え
る

こ
と
を
象
徴
す
る
。

左
手
に
薬
壺
を
持
つ
坐

り
方
は
、
左
足
の
上
に
右

足
を
置
く
吉
祥
座
（
き
ち

じ
ょ
う
ざ
）
で
あ
る
。

収
納
具
の
厨
子
は
、
総

ず

し

高
３
尺
２
寸
５
分
で
、
黒

塗
り
仕
上
げ
で
、
戸
川
安

章
先
生
に
よ
る
と
、
元
禄

初
期
の
作
と
思
わ
れ
る
と

い
う
。

気
候
変
動

政
界
裏
金

止
め
ら
れ
な
い
戦
争

、

い
ま
こ
そ
本
気
に
な
っ
て

政
治
を
市
民
共
闘
に
変
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。



 

「

。

余
は
独
り
で
は
な
い

敬
う
べ
き
多
く
の
人
が
い

る
。
あ
わ
せ
て
國
家
萬
世

の
慶
之
た
め
な
り
。
是
於

一
言
述
べ
て
お
く

『
駐

。」

鑾
之
碑
』
の
最
後
の
文
で

あ
る
。

こ
こ
に
巡
幸
の
意
義
が

集
約
さ
れ
て
い
る
。

天
皇
と
と
も
に

名
ほ

10

ど
の
政
府
首
脳
と
従
者
も

含
め
約
３
５
０
名
と
い
う

大
集
団
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
行
く
先
の
宿

舎
な
ど
が
整
は
ず
、
６
割

ほ
ど
に
減
ら
し
た
結
果
と

も
い
わ
れ
て
い
る
。

「
明
治
天
皇
の
巡
幸
」

の
初
め
に
巡
幸
の
目
的
を

示
し
た
。

如
何
に
達
成
す
る
か
。

明
治
初
年
に
は
１
５
０
、

件
の
一
揆
が
起
り
、

60

10

年
代
に
は
自
由
民
権
運
動

が
最
盛
期
を
迎
え
る
と
い

う
、
政
情
不
安
定
な
時
期

で
あ
る
。

、

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で

、

天
皇
と
国
民
を
統
合
さ
せ

統
合
の
象
徴
と
し
て
の
天

皇
像
を
つ
く
る
か
。
考
え

出
さ
れ
た
の
が
巡
幸
で
あ

る
。そ

れ
は
、
天
皇
の
一
方

通
行
で
な
く
、
庶
民
と
の

相
互
交
流
で
一
体
感
・
統

合
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
っ

た
。例

え
ば
、
天
皇
は
恩
賜

や
下
賜
を
多
様
な
人
々
に

与
え
、
国
民
は
特
産
品
な

ど
を
献
上
。
ま
た
国
民
の

生
業
で
あ
る
農
作
業
・
漁

業
な
ど
を
観
覧
し
た
。

最
後
の
文
は
巡
幸
の
目

的
の
核
心
を
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。
天
皇
は
一
人
孤

立
し
た
も
の
で
は
な
く
、

い
つ
も
国
民
と
と
も
に
あ

る
「
一
言
述
べ
る
」
と
し

。
さ
ら
に
強
調
し
て
い
る
。

こ
の
件
で
は
、
い
つ
も
ア

メ
リ
カ
の
顔
色
を
窺
っ
て

い
る
日
本
が
、
国
連
の
総

会
で
ア
メ
リ
カ
が
反
対
で

も
戦
争
を
直
ち
に
や
め
ろ

・
に
賛
成
し
た
ん
だ
。

▲
こ
の
件
の
先
の
号
に
、

欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
事

を
書
い
た
ん
だ
が
、
そ
の

こ
と
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス

が
変
だ
っ
た
で
し
ょ
「
何
。

が
原
因
だ
か
判
る
ま
で
飛

ば
す
な
」
と
日
本
が
米
国

に
言
っ
た
と
の
報
道
。
こ

れ
に
米
国
は
、
正
式
に
そ

ん
な
申
し
入
れ
は
な
か
っ

た
と
反
論
し
て
何
日
間
だ

か
飛
ば
し
て
い
た
ん
だ
。

と
い
う
事
は
、
日
本
政
府

が
国
民
に
ウ
ソ
を
つ
い
た

と
い
う
事
に
な
る
。
向
こ

う
の
言
う
事
に
ナ
ン
ダ
ド

・
と
反
論
し
な
い
ん
だ
か

。

、

ら
サ
ん
だ
ろ
？
そ
し
て

こ
れ
を
問
題
に
し
た
報
道

を
見
て
い
な
い
ん
だ
。
日

本
の
マ
ス
コ
ミ
も
ど
う
な

っ
て
い
る
ん
だ
や
・
と
思

い
ま
し
た
ネ
～
。
政
府
の

弱
腰
を
い
さ
め
る
報
道
に

期
待
だ
（
石
川
）

。

ど
う
な
っ
て
ん
な
だ
や

謹
賀
新
年

ご
愛
読
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲
「
戦
争
を
直
ち
に
や
め

ろ
」
と
い
う
請
願
が

月
12

議
会
で
不
採
択
に
な
っ
た

と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な

ん
だ
？

事
は
ど
こ
で
起

き
て
い
よ
う
が
「
戦
争
は

や
め
て
く
れ
」
と
い
う
、

素
直
に
平
和
を
求
め
る
事

が
い
け
な
い
と
言
う
ん
で

す
か
？
不
採
択
が
議
会
で

決
ま
れ
ば
、
鶴
岡
市
民
の

声
と
い
う
事
に
な
る
ん
で

す
よ
。
反
対
討
論
は
公
明

党
の
議
員
も
。
こ
の
党
、

世
間
で
言
わ
れ
て
い
る
事

は
、
平
和
を
求
め
て
い
る

宗
教
が
バ
ッ
ク
の
は
ず
。

何
が
何
で
あ
れ
、
テ
レ
ビ。

に
流
れ
る
あ
の
惨
状
だ
ヨ

直
ち
に
戦
争
は
や
め
ろ
・

と
思
わ
な
い
ん
で
す
か
反

対
の
方
々
。
そ
し
て
、
そ

れ
が
市
民
の
声
と
さ
れ
る。

こ
と
に
は
納
得
で
き
な
い

ど
う
し
て
く
れ
る
ん
だ
？

東
田
川
史
跡
物
語

巡
幸
は
何
故
行
わ
れ
た
の
か

青
山

崇

公文書開示による小中一貫教育と小中一貫校の検討経過
令和2年4月7日 令和2年度主要課題(年間スケジュール)の「学校適正配置の検討」の課題に

「小中一貫校の検討」

令和2年10月13日藤中改築に係る地元議員との意見交換会で、齋藤久議員が「小中一貫校の考

え方もある」、小野由夫議員が「小学校も一つになるときが来る」、教育長
は「小中併設校が期待」

令和2年10月14日市長ヒアリング資料で「藤島小・渡前小・東栄小を統合し小中併設校を検討

する」。旧町村は将来的に基本小学校1、中学校1とする。

令和3年4月9日 令和３年度主要課題(年間スケジュール)の「学区改編(学校適正配置）」の
「実施方針・内容」に「小中一貫校の検討」「藤島小・渡前小・東栄小を統

合し小中併設校を検討する」。

↓「小中併設校」から「小中一貫校」に転換。起案文書の記録なし。

令和３年4月28日学校適正配置に関する打合せ会（第１回）成田藤島支所長出席。文科省の小

中一貫教育校の資料提出。藤島地域文厚エリア未来プラン(案)で、「小中一

貫校」と藤島中学校建設期成同盟会(案)を提示。

令和３年7月15日学校適正配置に関する打合せ会（第2回） 進捗状況の確認。藤島庁舎から支

所長、総務企画課長らが出席。校舎改築と小中一貫教育は学校適正配置に位
置付け。全市的な計画でなく、・・・個別に学区再編を考える。

令和4年4月14日 内部会議（市長、副市長、教育長、企画部、建設部、教育委員会）藤島文厚

エリアにおける教育委員会の基本方針：新校舎は施設一体型とし、モデル校
「ふじしま学園」(仮称)Ｒ11年度開校を目指す。「藤島文厚エリア未来プラ

ン検討委員会教育部会」にて検討。併設型小・中一貫校を豊浦・朝日・温海

地域にも。藤中の改築費用概算46億円、改修費用概算8～10億円

↓「全市的な計画でない」が、全市的な「鶴岡型小中一貫教育」に転換。起案文

書の記録なし。

令和4年6月13日 市長打合せ：教育長、総務部長、教育委員会、成田支所長、小林総務課長出

席。第1回総合教育会議について。協議題に「鶴岡型小中一貫教育」骨子に

ついて。市長から「財政課長、職員課長等と調整すること。藤島の地域住民
との関係をよく考えること」を指示。 （「鶴岡型」を付した理由が不明）

令和4年6月14日 施行伺：第1回市総合教育会議（6/21）の開催について。

令和4年6月21日 第1回市総合教育会議で「鶴岡型小中一貫教育」骨子案を議題にし、決定（

公式会議で初めて提案・可決）

↓「藤島文厚エリア未来プラン検討委員会教育部会」にて検討が、「藤島地域振

興懇談会」で「藤島地域教育振興会議」を設置して、意見集約に転換。起案文書

の記録なし。

令和4年8月26日 第1回藤島地域振興懇談会で藤島地域教育振興会議の設置を決定。懇談会の

設置要綱では、意見交換・議論、協議する場で、決定や合意を得る条項はな

い。設置に瑕疵がある。

令和4年10月7日 第1回藤島地域教育振興会議。設置要綱で、第１条の設置「藤島地域の教育
環境及び教育振興の今後の在り方の検討に資するため」としているが、第５

条の会議では、何を協議するのか、テーマの明記がなく、「会議の議事は、

出席委員の過半数で決し、」として、決定するための会議。

令和5年10月17日第7回藤島地域教育振興会議。設置要綱に「小中一貫教育」の言葉がないの

に、「藤島中学校改築にあたり、小学校・中学校施設一体型の小中一貫校（
義務教育学校）の整備を基本とする」決定。

山形県巡幸は左大臣熾仁親王、

参議大隈重信、北海道開拓長官

黒田清隆らが参加

有栖川宮熾仁親王（ありすがわの

みや たるひとしんのう）

大隈重信

（第8代首相）

黒田清隆（第2代首相）


